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「
上
田
沢
村
の
関
口
文
治
郎
」

　
令
和
５
年
６
月
23
日
付
け
の

新
聞
各
紙
は
、
「
国
の
文
化
審

議
会
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
北

関
東
神
社
建
築
を
象
徴
す
る
桐

生
天
満
宮
を
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
し
た
」
と
報
じ
ま
し

た
。
対
象
は
、
寛
政
年
間
か

ら
享
和
年
間
（
１
７
８
９
～

１
８
０
４
年
）
に
建
造
さ
れ
た

本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
が
連
な
る

１
棟
と
末
社
春
日
社
本
殿
で

す
。
こ
の
う
ち
本
殿
・
幣
殿

は
、
名
匠
の
関
口
文
治
郎
が
棟

梁
を
務
め
た
彫
刻
で
装
飾
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
棟
札
な
ど
か
ら
、
文
治
郎
が

手
が
け
た
彫
刻
は
、
出
生
地
で

あ
る
現
黒
保
根
町
上
田
沢
の
栗

生
神
社
本
殿
の
ほ
か
、
県
内
外

で
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
彼
の
事
績
を
示
す
文

字
史
料
は
わ
ず
か
で
す
。
今
回

は
、
宝
暦
２
（
１
７
５
２
）
年

に
文
治
郎
が
生
家
近
く
の
観
音

堂
へ
寄
進
し
た
半
鐘
の
銘
文
を

紹
介
し
ま
す
。

「
上
野
国
東
上
刕
勢
田
郡

　
　
墨
河
庄
上
田
沢
村
施
主

　
　
　
　
生
年
廿
二
歳

　
　
　
　
　
関
口
文
治
郎
」

　

「
刕し
ゅ
う
」
は
州
と
同
じ
意
味

で
、
「
勢
田
郡
」
は
群
馬
県
立

文
書
館
収
蔵
の
近
世
文
書
に

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
墨
」
は
「
黒
い
」
の
意
味

で
、
黒
く
ろ
か
わ
の
し
ょ
う

河
庄
と
い
う
旧
黒
保

根
・
東
地
域
の
呼
称
で
す
。

「
廿
」
は
、
「
二
十
」
と
同
じ

意
味
の
文
字
で
す
。

　
文
治
郎
に
関
す
る
新
史
料
を

掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
合
併

し
た
黒
保
根
・
新
里
地
区
の
近

世
史
を
史
料
に
基
づ
い
て
、
よ

り
明
確
に
す
る
こ
と
が
『
新
編

桐
生
市
史
』
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

第
10
回

『
新
編　
桐
生
市
史
』
編
集
委
員

　
近
世
部
会
専
門
委
員

関せ
き
ぐ
ち口　
荘そ
う
す
け右

飯
いいづか

塚 永
え ま

眞ちゃん
７か月

（相生町五丁目）

小
こばやし

林 輝
そ ら

空ちゃん
２歳７か月

（広沢町二丁目）

工
く ど う

藤 葵
き の

之ちゃん
２歳２か月

（宮前町二丁目）

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

▲桐生天満宮本殿北西側の彫刻

▶
関
口
文
治
郎
が
観
音
堂
へ
寄
進

し
た
半
鐘

広
告




